
  

①
明
日
の
朝
、

□
藤
さ
ん
の
机
に
誕
生
日
の
お

□
い
を

□
く

つ
も
り
だ
。 

②

□
年
、

□
□
で

□
が
よ
く
な
っ
た
友

□
と

□
い

□
□
を

□
ん
だ
。 

③
部
屋
は

□
□
と

□
□
□
な

□
み
紙
で

□
ら

か
って
い
る
。 

④
新

□
の

□
庫
に
一

□
円
と

□
、

□
、
野

□
、
着

物
の

□
が
あ
る
。 

⑤

□
□
に
一

□
円
分
の
お

□
を

□
□
す
る
命

□
を
出
し
た
。 

⑥

□
□
が
僕
の

□
り
を
明
る
く

□
ら
す
中
、
目
の
前
の

□
を
じ
っく
り
と

□
□
し
た
。 

⑦
苦

□
し
た
が

□
山
で
の
手
術
は

□
□
し
、
ケ
ガ
が

□
全
に

□
った
。 

⑧
シ
ャ
ワ
ー
を

□
び
な
が
ら
、
十
八
歳

□
□
は

□
□

権
が
な
い
こ
と
を

□
え
た
。 

⑨
長

□
で

□
め
て

□
に
出
か
け
た
時
、
町
人
に
大

□
の

□
服
と
食

□
を

□
り
た
。 

⑩

□
□
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
こ
と
を
反

□
し
、
体
調

□
理
に

気
を
つ
け
て
い
る
。 

⑪
生

□
は

□
心
に

□
□
に

□
す
る
目

□
の

□

を
出
し
合
い
、

□
終

□
に
投

□
で
決
め
た
。 

⑫

□
が

□
長
に
な
り

□
□
が
上
が
った
の
で

□
□

□
の

□
上
の

□
実
を
買
った
。 

⑬

□
馬
、

□
木
、

□
玉
、

□
□
、

□
□
、

□
□
、
山

□
、
長
野
は
海
に
面
し
て
い
な
い
。 

⑭
わ
が

□
□
の

□
□
を
持
っ
て
し
て
も

□
□
に

□
れ
る
と
は
、

□
□
で
あ
る
。 

⑮
大

□
は

□
会
で

□
の
件
に
つ
い
て

□
□
に

□
明

し

□
け
た
。 

  

⑯

□
場
で

□
人
と
し
て

□
き
な
が
ら
勉
強
し
、

□
力
し

て

□
□
□
□
に
合
格
し
、
大
声
で

□
い
た
。 

⑰

□
□
県
の

□
人
に
「
全
国
に

□
と
い
う
区
画
は
、
三
百

□
上
も
あ
る
。
」
と

□
え
ら
れ
た
。 

⑱

□
衆
は

□
力
し
て
金

□
を
集
め
、
火
事
で

□
□
し

た

□
物
館
を

□
め
て

□
て
た
。 

⑲

□
業
式
で

□
童
は
「
友
を

□
じ

□
□
を

□
う

歌
」を
合

□
し
た
。 

⑳
と
あ
る
大
会
の
国
語

□
□
を
高
く

□
む

□
技
に

□
□
し
た
。 

㉑

□
□
は

□
わ
り
、

□
の
新

□
が
の
び
、

□
の
さ

わ
や
か
な

□
り
が
す
る
。 

㉒
自
動
で
図
形
の
半

□
や

□
□
を
は
か
る

□
□
な

□
□
を

□
入
す
る
。 

㉓

□
山
県
の
と
あ
る
村
の

□
い

□
戸
の
中
か
ら

□
が

□
び
出
し
、

□
って
し
ま
った
。 

㉔

□
気
を
出
し
て

□
長

□
と

□
に

□
を
ふ
る

□

練
を
行
った
。 

㉕
あ
た
た
か
な
気

□
の
中
、
道
路

□
の
木
に

□
虫
が

□

き
、

□
を
つ
く
り
、
つ
い
に
そ
の
木
は

□
れ
て
し
ま
った
。 

㉖
あ
の
人
は
、
道

□
と

□
語
の
勉
強
が

□
き
で
、
学
校
を

□
□
し
た
こ
と
が
な
い
ら
し
い
。 

㉗
木

□
を

□
め
る

□
の
た
め
、

□
ら
か
な
自

□
の
中

に

□
れ
て
い
く
。 

㉘

□
自
、
年

□
に
数

□
□
の
美
し
い

□
色
を
見
つ
け

る
旅
に
出
る
こ
と
。 

㉙
大

□
□
の
交

□
点
を

□
番
に
め
ぐ
る
動
画
を

□

画
す
る
。 

㉚
テ
ス
ト
で

□
名
と

□
□
を
書
き
わ
す
れ
、
点
数
が

□

く
な
った
。 

２０２ 

鬼
の
四
年
全
漢
字
プ
リ
ン
ト 

年 

組 
 

番 

名
前 

 
 
 
 

さ 
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